
要求公表・予算案公表

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

要求からの主な変更点 要求どおり

 概算事業費（B（A）+C） 120,023 87,337 65,382

41,585

90,207

78,438 46,047 24,092

41,290

概　算
人件費

5.00 5.00

41,290 41,290

5.00 5.00

Aの
財源

22,616

14,944 406 173 745

67,660 48,980 25,543 25,556

当初予算 40,138 24,417 25,716 26,301

現況
（見込）

Ｈ２５

素材生産量 329千㎥ 330千㎥

項目

補正予算 24,552

目標 成果 達成状況

22,616

24,969
予
算
額

前年度繰越 17,914

24年度 25補正後

成果目標・
事業内容

○確かな技術論に裏付けられた研究成果等によって、長野県森林づくり指針、長野県森林づくりアクションプランに掲げられた施策
の実現に資するため、センターの適切な管理・運営、研究研修施設の整備を行う。
成果目標：素材生産量年間330千㎥の目標達成

（単位：千円）　

成果目標の達成状況

H25

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円）

合計（A) 82,604 49,386 25,716 48,917

H26
目標

合計 26,301 22,616 48,917

（補正前） （9月補正）

22,616 48,917

22年度 23年度

項目 実施方法 H25実施内容
（補正後）

施設管理・運営・整備 直営

・試験研究、人材養成を通じてアクションプランに掲
げる施策の実現に資するため、センターの管理・運
営を行う。
・抵抗性アカマツの早期検定及びきのこ栽培技術開
発事業にかかる施設整備（９月補正分）

26,301

県が関与
する理由

□法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　

S63

目指す姿

現状
○林業関係団体等からの要望に応じられるよう試験研究、人材養成のための施設・設備を充実
○センター開設後23年を経過しているため、老朽化している施設・設備を計画的に改修・更新が必要

長野県の森林・林業分野に関する唯一の総合的試験研究機関、人材養成機関として、その使命を全うするための試験研究設備・人材
養成設備等の充実、整備を図るとともに、県民の皆様に親しまれる施設の管理・運営を行う。
目標：平成32年度　素材生産量　75万㎥

～

【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 県有施設の管理運営

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業番号 09 02 25 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail

施策の総合的展開
１－４森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

◆林業再生の実現 実施期間

事　業　名 林業総合センター管理費 担
当
課

部局 林務部

課・室 信州の木振興課

ringyo@pref.nagano.lg.jp


	③補正公表

